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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人英語教員と外国人英語教員による ティームティーチングの在り方を数校
の中等教育機関で調査したものである。質的調査を行った結果、現場では英語教育の二極化が存在することがわかった
。１つはコミュニケーション強化でALTをさらに必要としていること。そしてもう１つはALTの存在意義が英語教育現場
で総じて薄いことである。さらに教育実習生もTTの目的に関して指導を受けていない状況であった。しかしながらActi
vity Theoryに基づいたTTの骨組みを導入することで教員たちが共同に行うコミュニケーション指導の意識を改善し両
者の役割を明確にし学習者の動機づけと言語習得を高めることが可能である。

研究成果の概要（英文）：The Investigators worked closely with Japanese teachers of English (JTEs) and 
assistant language teachers (ALTs) team teaching at one private and two public high schools. Narrative 
data reveal that traditional attitudes perpetuate two problematic dichotomies. The first is between the 
goals and practices of solo taught four skills classes and team taught conversation classes, and the 
second between ALTs’ elevated status within conversation classes and their marginalized status within 
English education overall. Additional survey results show that pre-service teachers receive little 
guidance about issues related to “native” and “non-native” English-speaking teachers and remain 
uncertain about how to meet the goals of team teaching. However, a team teaching framework based on 
Activity Theory (Engestrom, 1987) supports JTEs and ALTs in shifting perceptions on teaching and learning 
English, clarifying JTE-ALT relationships, and nurturing student motivation and language acquisition.

研究分野： team teaching at secondary schools
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１．研究開始当初の背景 

1980年代以来、ティームティーチング（以

下、TT）は日本の中等教育機関で日本人英

語教員（以下、JTEs）と外国人教員(以下、

ALTs)によって大規模に行われてきた。TT

がもたらす教育効果の期待は未だ高く、文

科省(以下、MEXT)は近年、ALT の数を日

本全国で増やす方向性を示している。しか

し、TT 開始当初から、その英語教育効果

への疑念も持ち上がっている。実際、かな

り多くの日本の中等教育機関では４技能を

教えるはず授業を JTE が一人で大学入試

合格を目標に行っており、日本語を使用す

る文法訳読式の授業を行っている。TT が

行われているとしても、スピーキングやリ

スニング活動は JTE の授業の妨げになっ

たり、英語の授業とは分離された種類のも

のとして取り扱われることが多い。この二

極化はおそらく英語ネイティブスピーカー

教員(以下、NESTs)と英語ノンネイティブ

スピーカー教員(以下、NNESTs)が持つ利

点と欠点に対する先入観によって作られて

いると思われる。その一つの例が “Native 

Speaker (NS) Fallacy” (Phillipson, 1992)

と呼ばれるものであり、 NESTs は

NNESTs よりも基本的な対人コミュニケ

ーション能力が必然的によく備わっている

という考え方である (BICS, Cummins: 

2008)。この NS Fallacyが逆説的な意味に

も発展し、ALTは会話の授業で雇用されて

いるが、読み書きの指導に必要な文法やア

カデミックな語彙指導、そして認知的なア

カデミック指導には適さないと解釈され、

そのような指導から除外されてしまう

(CALP, Cummins: 2008)。その結果、ALT

は学校の英語のカリキュラムの中では重視

されないのである。今は「英語会話」に代

わったが、前回の学習指導要領で設定され

た「オーラルコミュニケーション」という

科目がこの状況を写し出す良い例である。

現行カリキュラムにおいても「コミュニケ

ーション英語」「英語会話」そして「英語表

現」という、内容も言語も切り離された科

目が各々の高校教科書として出版され、統

一されることはないのである。従って、TT

を行ったとしても、それが生徒の動機づけ

や言語習得に影響を与えることは極めて難

しく、大学入試にさえも効果をもたらさな

いのである。 

TTにおける ALTの様々な役割が何年間

も研究され、ALTは異文化理解の知識提供

者であったり、動機を与える役割であった

り、言語そのものを教える役割であったり、

多くの貢献をしてきたが、JTEの役割が先

行研究においても実践においてもほとんど

見当たらず定義されていない。JTEと ALT

がいかに役割を分配するかという研究はな

されているが、授業案や実際の指導におけ

る JTEと ALTの関係を明確にする研究が

少ない。そこで意義深い TT の骨組みを築

くため、我々研究グループは数年間 14 の

大学附属の中高等学校で調査を行った。い

くつかのプロジェクトに TT の要素を加え

て調査した：２つの MEXT主催の SELHi

プロジェクト、１つの MEXT 主催の「わ

かる授業」プロジェクト、東海大学主催の

地域連携教育改革プロジェクト、そして 10

年間にわたる現職教員養成プログラム

(TD)で実施した。 

各々のプログラムで我々は Activity 

Theory (Engeström, 1987)を導入し、教員

と生徒が英語を知識よりもコミュニケーシ

ョンの道具として学ぶ方向に意識を高める

骨組みを作ろうと試みた。Activity Theory

は学習目標、対象教科、授業教具を明確に

しているだけでなく、授業中の活動の中で

必要となる規則や役割といったコミュニテ

ィの意識も高める効果がある。 

 付属校ではほとんどの英語科が長期の専

任 ALTを雇用し、その ALTも生徒が十分



 

 

な成果がだせるよう熱意を持って取り組ん

でいる。このように多くの点で付属校のTT

実践は理想的である。また同じく重要なこ

ととして、付属校の英語科主任は ALTの授

業計画に 4 技能を導入することを重視し、

さらに JTEは ALTの役割を理解しながら

共同作業で授業計画、授業そして評価を行

なった。その結果、JTE と ALT の両者が

生徒の動機づけも仕事の満足感も得たと報

告した。 

 
２．研究の目的 

本研究グループも JTEと ALTのチームに

参加して付属校で授業を行った。当初

Activity TheoryをTTに当てはめるのは苦

労を伴ったものの最終的には成果が見いだ

せたため、2013年度から 2015年度にかけ

てリサーチクエスチョンの焦点を公立校に

当てた。先行研究によれば公立の TT 教員

はカリキュラム作成や教科書選定でほとん

ど自由が利かないと言い、また公立の JTE

と ALT のチームも授業デザインや教材作

成を共同で行う時間が少ない。結局、公立

の ALT は生徒とのグループワークもほと

んど実践できない状況である。そこで本研

究は、Activity Theoryを用いた骨組みを考

慮し、現行の理想的ではない状況を乗り越

えられるか？私立校で得た JTE－ALT の

共同意識や生徒の学力向上などの良い結果

は、公立校にも当てはめられるか？もしこ

の試みに効果があるならば、Activity 

Theory が公立教員に理解されて実際に実

践を促す具体例として証明し、また同時に、

この Activity Theory が TT で様々に求め

られる状況や制限にも臨機応変に対応でき

る骨組みを備えていることが証明できるで

あろう。 

 
３．研究の方法 

2013年度：初年度は前回私立高校で実践

した TT が可能かどうかのリサーチを再度

確認のために行った。本研究グループたち

はある付属校で JTEと ALTのチームで行

う「コミュニケーション英語」と「英語会

話」の授業を８回視察し、ビデオ撮影を行

い、使用教材と生徒のライティングサンプ

ルを集めた。各々の授業で JTEと ALTが

対等の関係か、TT での教員の関係、英語

で行う授業について、そして生徒の学習成

果について JTEと ALT両方にインタビュ

ーした。さらに我々はその学校の他の JTE

と ALT にも英語でインタビューを行い、

TT の利点と欠点を聞き、記録を取った。

また、我々は特に NESTやNNESTの利点

に関する理解を学会や講演にて更なる先行

研究を通して深めていった。 

 2014年度：2年目は当研究グループが東

京都と神奈川県の２つの公立高校を数回訪

れ、「コミュニケーション英語」と「英語会

話」の２つの教科書を統合する目的に焦点

を当てた。今回は英語で JTEと ALTに同

時に議論してもらい、記録を取った。両校

の教員たちに 2015 年度に授業を行うよう

に求めた。また、筆者がスペインの中等教

育機関を訪れた時、そこでは TT がほとん

ど行われておらず、ほとんどすべて

NNEST によって授業が行われていた。英

語の授業を視察し、英語で行う授業や生徒

のNNESTへの信用などをインタビューで

聞いた。 

 2015年度：３年目のプロジェクトは昨年

度とほぼ同じリサーチを続けた。２つの公

立中高の「コミュニケーション英語」と「英

語会話」を担当する専任英語教員の数人が

協力して「コミュニケーション英語」の中

に統一の教案と教材を作った。この授業で

TT の教員たちに求められるのは相互のコ

ミュニケーションであり、それは授業単元

のコミュニケーション目標という点からも

重要で、また英語で行う授業という原則や

明確な ALT の役割分担設定という点から



 

 

も必要とされていることである。このリサ

ーチではビデオ撮影とインタビュー録音の

他にも生徒のライティングの成果も集めら

れた。2013年度と 2014年度に日本とスペ

インで集めたインタビューデータに加え、

更に信頼度を高めるために７つの大学の教

職履修学生と５名の教職担当教員の調査も

行った。その調査は (1)高等学校での

NEST-NNEST の仕事と役割と(2)現職教

員養成プログラムがNEST-NNESTの関係

に関して影響があるか、またはどのように

影響を与えるのか、を明確にした。 

 
４．研究成果 

 TT といったような特定の指導アプロー

チの効果を一部の視点から限られた生徒数

で数量的に検証するのは極めて難しく、誤

った結果に導くこともあるため、本研究は

本質的には質的なものとなり、様々な教育

的な現場の声や教育環境を反映させること

に重点を置くこととなった。今回の調査は、

少人数ではあったものの、英語教員が TT

の習慣を高めて再構築を目指すために労力

をかけてくれた。しかし大きな困難も同時

に見えてきた。まず第一の困難は教育実習

のプログラムの段階でNEST-NNESTの関

係や TT に関する指導が欠けていることで

ある。私立高の現職教員も公立の現職教員

も、自分たちが実習した際に上記の２点の

指導はなかったと述べている。さらに調査

すると、現職教員は過去教員自身が生徒時

代に受けた指導法がNNESTとしてのベー

スを確立しており、実習で学んだことより

も大きく影響を与えていると述べている。

実際の教育実習ではNS fallacyという概念

に直面はしたものの、データを見てみると、

英語の授業におけるNEST-NNESTの本質

的役割を理解するには至っていないようで

ある。日本では 30年以上も TTの歴史があ

るにもかかわらず、実習生も現職教員もTT

の目的や JTEと ALTの共同実践に関して

は意識が薄いままである。 

 ２つ目に見えてきた困難は、現職教員に

よる英語教育への展望があまり積極的な姿

勢ではないという事実である。TT の要と

なりうるものは学校運営者、JTE、ALTそ

して生徒といったすべての側面が積極的な

態度で臨むことである。しかし残念なこと

に(1)4技能を育成する会話クラスの促進と

(2)ALT の日本英語教育界での薄い存在感、

という二極化が続いている。日本では JTE

も ALT も TTの状況に満足していないが、

目標設定、学習効果、共同指導案や共同教

材を議論する時間を作るのは難しい状況で

ある。ALTの高い就業率、JTEの授業外の

膨大な任務、そして入試の性質が変わらな

いこと、これらすべてが TT の改善につな

がっていない。 

 しかし暗い展望だけではない。今回の調

査で、授業計画、教材作成、授業、振り返

りといった様々な面々に携わった JTE と

ALTは、前向きな意見を述べ、授業の目的

がオーセンティックなコミュニケーション

活動に向いていれば生徒の学習動機は顕著

に上がると報告している。また、ライティ

ング未経験の生徒も ALT からのフィード

バックがあれば自発的に英語表現を繰り返

し使うようになった。授業活動に意義深い

ものが加われば、JTE、ALT、生徒、そし

て言語そのものの役割が明確になってくる

のである。授業のアプローチというものは

様々なものがあっていいと思うが、本研究

で普及すべき Activity Theory という TT

の骨組みは様々な状況で反復して使えるも

のである。つまり、(1)JTE と ALT の利点

を認識し、(2)両者の対等な関係を築き、(3)

授業や教案作成のサイクルでその対等の関

係を明確にすることによって TT の意義が

中等教育の英語教育に浸透し、さらに強化

されることを願っている。 
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